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【基幹事業との関連性】

【事業予定期間】 平成２９～３０年度

【事業費】　　 １３，０２０，０００円　（平成３０年度分）

【事業内容】 　（仮称）閖上港北線整備事業

閖上東地区被災市街地復興土地区画整理事業区域西端から貞山運河まで

区間延長　約175ｍ　幅員10.5ｍ　（道路幅員8ｍ　歩道2.5ｍ）

【全体事業費】 ８５，０８０，０００円

＜平成２９年度事業予定＞

路床盛土、道路築造 　  ７２，０６０，０００円

＜平成３０年度事業予定＞

舗装　　　　　　　　　 １３，０２０，０００円

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　本路線は、閖上地区被災市街地復興土地区画整理事業区域内の住民が閖上東地区へ
移動するための市街地相互の接続道路として利用することから、整備を実施するも
の。

　閖上東地区被災市街地復興土地区画整理事業区域内では、既に水産加工団地に進出
した企業が操業を開始しているが、引き続き地域産業の再生のために事業用地を集約
して産業ゾーンとして整備するほか、国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所
において河川防災ステーションの整備を予定している。
　本道路は、このような土地利用計画がある閖上東地区被災市街地復興土地区画整理
事業区域と、閖上地区被災市街地復興土地区画整理事業区域内の準幹線として整備す
る「（仮称）閖上港北線」との接続を図るべく、延長約175ｍの区間を整備するもの
であるが、閖上東地区に滞在する従業員や来訪者が災害時に内陸へ避難する際の避難
路にも位置づけている。
　現在、本路線整備箇所については、道路両脇の区画に河川防災ステーションの盛土
造成工事が実施されており、整備箇所終点の宮下橋の整備については、中貞山運河災
害復旧事業の付帯工事として、宮城県が実施している状況である。
　平成30年度においては、河川防災ステーションの造成工事及び宮下橋の整備も概ね
完了予定であり、それらの整備に合わせ、本路線の舗装工事を実施することから、係
る事業費を措置するもの。

全体事業費 　８５，０８０，０００円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（２５）市街地復興関連小規模施設整備事業

細要素事業名 閖上地区被災市街地復興土地区画整理事業関連道路整備事業


